
5‐マンション防災の取り組み ～首都圏の事例紹介～
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種翻験 浩 意  (港北フアミーザレハイツ防災委員会初代委員長、マンショソ膿 対応支援協会 )

②「よこはま防災力向上マンション」の認定マンションの取り組み事例-1

2005年 1こ輪羅議」の自治会が回つてきたとき、一番楽な役割のつもりで防災。防犯担当を選んだところ、

地域防災拠点運営委員長を担当する事に。しかし、行つているうちに課題解決できることが面白くなり、

輪番の任期終了後も委員会へ残った。その後、自宅マンションの防災委員会の立ち上ιプを総会で提案

し、初代委員長に。2022年9月 に横浜市から防災力向上マンションとして「ソフト+』に認定された。

現在の活動 :地域防災拠点運営委員会(委員長 )、 都筑区災害ボランティアネットワーク(会長)

資格 :防災士、医療福祉連携士、博士 (医療福祉経営学 )
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▲地域す流活動
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防災委員会は2008年の準備委員会を経て、2009年

に正式に設立しました。委員会は管理組舗 下部組縦

して、理事 2人、自治会役員 3人、専門委員 3人の計

8人で構成してしヽます。理事と自治会役員は毎年変わり

「伝播力」を、専門委員は複数年担当し「継続力」を合わ

せ持った組織になつてしヽます。「防災協力隊Jばま約20
人が登録し、発災時に対策本部を協力す誅 制をとつて

しヽ討 。

マニユアリメよ「居住者向け防災マニュアル」と「災害対策

本部マミ′ル」の2種類を作成し、災害対策本部用は

訓練を行つて検証し、必要に応じて更新を続けています。

東日本大ri災で停電を経験し、Mし対策として管理棟の

トイレの一音β委 電時でも使用できるようにし、災害用の丼

戸も設置しました。また、非常階段の電気消え、真っ暗の中

で階段の上り下りを経験し、手すりと電池式のライ睦 各階に

言購 しました。

一方、防災に由 助直ティー形成力重 要と考え、顔め見え

る関係づくりを目指し、住民同士の「交流・懇親会」を毎年
~ntを

しています。

以上、議 までの取り組みから、マンションの防災力には、防

災力と組織の継続性、そしてコミュニテイー形成が必要と考え

てしヽます。                       10


